
サポセンニュース  （第 ２3 号） 

知多市更生保護サポートセンター 

 

名 称 令和６年度西知多保護区保護司会知多支部総会・講演会・全員協議会 

実施日 令和６年４月２３日（火） 

記 事 令和６年度総会は会員２３名の内２１名が出席し、近年では最も出

席率の高い総会となりました。 

開催にあたり村上吉徳会長は、保護司を取り巻く課題である保護司

制度の制度改正で選任時の年齢撤廃や定年について検討されている

ことや令和６年度支部事業について報告しました。 

隣席された来賓を代表して３名の方にご挨拶をいただきました。 

宮島壽男市長は、コロナ禍後の市の取組状況や孤立させない社会つ

くりを目指したいと述べられました。 

浅岡俊一警察署長は、今年の市内の少年補導の実態や警察と保護司

はワン・チームで活動したいと述べられました。 

調子康弘名古屋保護観察所長の代理出席された北本拓也統括保護

観察官は、所長挨拶文を代読され第二次再犯防止計画に関する取り組

みや令和４，５年の犯罪増加状況などを述べられました。 

  

 

 

 

 

宮島壽男知多市長     浅岡俊一知多警察署長  北本拓也名古屋保護観察所 

村上会長が議長となって議案審議が始まり、令和５年度の事業結果

と決算報告、令和６年度の事業計画と予算はいずれも賛成多数で可決

されました。 

総会終了後は、５月に保護司退任予定の岩見田健保護司の講演があ

りました。 

保護司就任前の校長時代のエピソードから始まり、生徒母親の悪態

や暴力行為があったことから生徒の話をよく聞く姿勢が大切なこと、

お互いに嘘をつかないことを約束したこと、面接メモの重要性、外国

籍子女への対応などの実体験にもとづき、相手の気持ちになりきるこ

とが重要であることなどについてお話しされました。 

 
岩見田健保護司 

その後、保護司全員協議会が開催され本年度の行事予定などを会長

が報告しました。 

 


